
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　自動車のための出力発生システムであって、
　ａ．相互に分離可能な複数のエンジンにして、少なくとも１台のエンジンが、自動車の
固定基準面に関して可動の移動式のエンジンであり、各エンジンを通して冷却水を循環さ
せるための共通の冷却水システムを有する複数のエンジンと、
　ｂ．複数のエンジンの各々を始動させるための始動手段にして、前記少なくとも１つの
移動式のエンジンが複数のエンジンのその他のエンジンから離間された場合に、該離間さ
れた移動式のエンジンを始動させるための始動手段と、
　ｃ．移動式のエンジンの各々を、複数のエンジンのその他のエンジンから切り離される
第１位置から、前記複数のエンジンのその他のエンジンと連結される第２位置に移動させ
るための移動手段と、
　を含み、
　

　各前記移動式のエンジンが、始動され、前記複数のエンジンのその他のエンジンと相互
に連結されることにより出力発生を増長させるようにした出力発生システム。
【請求項２】
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前記移動手段が、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、各前記複数の
バネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数のストッパの１
つとの間に配置され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複数のエン
ジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにされ、



　複数のエンジンのその他のエンジンの少なくとも１台が、自動車の固定基準面に関して
固定された固定式のエンジンである請求項１の出力発生システム。
【請求項３】
　固定式のエンジンがトランスミッションに作動上結合される請求項２の出力発生システ
ム。
【請求項４】
　複数のエンジンの各々が同数のシリンダを有している請求項１の出力発生システム。
【請求項５】
　移動式のエンジンのための移動手段が少なくとも２本の平行なレールを含み、各レール
が自動車に取り付けられ、前記各移動式のエンジンが、前記少なくとも２本の平行なレー
ルと同数の複数の細長の穿孔を有する個別のエンジンブロックを有し、各前記複数の細長
の穿孔がエンジンブロックの一部分を貫いて伸延され、各前記少なくとも２本の平行なレ
ールが前記複数の細長の穿孔の１つの内部に摺動自在に配置される請求項１の出力発生シ
ステム。
【請求項６】
　自動車のための出力発生システムであって、
　ａ．相互に分離可能な複数のエンジンにして、少なくとも１台のエンジンが、自動車の
固定基準面に関して可動の移動式のエンジンである複数のエンジンと、
　ｂ．複数のエンジンの各々を始動させるための始動手段にして、前記可動の移動式のエ
ンジンから分離されたその他のエンジンの各々を始動させるための手段を含む始動手段と
、
　ｃ．移動式のエンジンの各々を、複数のエンジンのその他のエンジンから切り離される
第１位置から、前記複数のエンジンのその他のエンジンと連結される第２位置に移動させ
るための移動手段と、
　を含み、
　移動式のエンジンのための移動手段が４本の平行なレールを含み、各レールが自動車に
取り付けられ、前記各移動式のエンジンが、４つの細長の穿孔を有する個別のエンジンブ
ロックを有し、
　各前記細長の穿孔が、前記エンジンブロックの一部分を貫いて伸延し、各前記平行なレ
ールが、各移動式エンジンの細長の穿孔の１つの内部に摺動自在に配置され、
　

　各前記移動式のエンジンが、始動され、前記複数のエンジンのその他のエンジンと相互
に連結されることにより出力発生を増長させるようにした出力発生システム。
【請求項７】
　レール移動制御手段を有し、移動式のエンジンのための移動手段が、該レール移動制御
手段に作動上連結した少なくとも１つの移動自在の延長部を更に含み、
　該少なくとも１つの移動自在の延長部が各移動式のエンジンと作動上関連付けされ、
　前記レール移動制御手段が前記少なくとも１つの移動自在の延長部を移動させることに
より、各移動式のエンジンが第１位置及び第２位置間で前記平行なレールに沿って移動自
在とされる請求項６の出力発生システム。
【請求項８】
　レール移動制御手段が、少なくとも１つの移動自在の延長部と同数の少なくとも１つの
流体ラムシステムと、マイクロプロセッサとを含み、
　各流体ラムシステムが、リザーバから少なくとも１つの流体ピストンに流体を供給する
流体ポンプに連結した１２ボルト型の電気モーターを有し、
　各前記少なくとも１つの流体ラムシステムが少なくとも１つの移動自在の延長部に作動
上連結され、
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前記移動手段が、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、各前記複数の
バネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数のストッパの１
つとの間に配置され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複数のエン
ジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにされ、



　マイクロプロセッサが、流体ラムシステムを作動させるための信号をモーターに伝達し
、
　各移動式のエンジンが前記流体ラムシステムにより前記平行なレールに沿って移動され
得るようにした請求項７の出力発生システム。
【請求項９】
　レール移動制御手段が、少なくとも１つの移動自在の延長部と同数の少なくとも１つの
駆動モーターと、マイクロプロセッサとを含み、
　各電気モーターが、前記少なくとも１つの移動自在の延長部の１つと作動上連結され、
　前記マイクロプロセッサが、少なくとも１つの移動自在の延長部を動作させるための信
号を駆動モーターに伝達し、
　各前記移動式のエンジンが、駆動モーターが作動されることにより前記平行なレールに
沿って移動され得るようにした請求項７の出力発生システム。
【請求項１０】
　レール移動制御手段が、ユーザーが各移動式のエンジンを第１位置と第２位置との間で
制御し、出力発生に寄与するエンジン台数を変化させ得るようにするための手動オーバー
ライドを更に含む請求項７の出力発生システム。
【請求項１１】
　少なくとも１つの移動自在の延長部の各々が複数のアームを有し、
　各前記アームが、該アームが伸延されるところの少なくとも１つの移動自在の延長部の
軸線を横断し、
　各アームが、エンジンブロックの１つの押し付け面に隣り合って作動上配置した少なく
とも１つの移動自在の延長部の１つから伸延され、
　各アームが、前記押し付け面と係合して前記移動式のエンジンを第２位置から第１位置
に移動させ得るようにした請求項７の出力発生システム。
【請求項１２】
　自動車のための出力発生システムであって、
　ａ．相互に分離可能な複数のエンジンにして、少なくとも１台のエンジンが、自動車の
固定基準面に関して可動の移動式のエンジンである複数のエンジンと、
　ｂ．複数のエンジンの各々を始動させるための始動手段にして、前記可動の移動式のエ
ンジンから分離されたその他のエンジンの各々を始動させるための手段を含む始動手段と
、
　ｃ．移動式のエンジンの各々を、複数のエンジンのその他のエンジンから切り離される
第１位置から、前記複数のエンジンのその他のエンジンと連結される第２位置に移動させ
るための移動手段と、
　を含み、
　移動式のエンジンのための移動手段が４本の平行なレールを含み、各レールが自動車に
取り付けられ、前記各移動式のエンジンが、４つの細長の穿孔を有する個別のエンジンブ
ロックを有し、
　各前記細長の穿孔が、前記エンジンブロックの一部分を貫いて伸延し、各前記平行なレ
ールが、各移動式エンジンの細長の穿孔の１つの内部に摺動自在に配置され、
　レール移動制御手段を有し、移動式のエンジンのための移動手段が、該レール移動制御
手段に作動上連結した少なくとも１つの移動自在の延長部を更に含み、
　該少なくとも１つの移動自在の延長部が各移動式のエンジンと作動上関連付けされ、
　少なくとも１つの移動自在の延長部の各々が複数のアームを有し、
　各前記アームが、該アームが伸延されるところの少なくとも１つの移動自在の延長部の
軸線を横断し、
　各アームが、エンジンブロックの１つの押し付け面に隣り合って作動上配置した少なく
とも１つの移動自在の延長部の１つから伸延され、移動式のエンジンのための移動手段が
、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、
　各前記複数のバネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数
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のストッパの１つとの間に配置され、
　レール移動制御手段が前記少なくとも１つの移動自在の延長部を移動させることにより
、各移動式のエンジンが第１位置及び第２位置間で前記平行なレールに沿って移動自在と
され、各アームが、前記押し付け面と係合して前記移動式のエンジンを第２位置から第１
位置に移動させ得、各前記移動式のエンジンが、始動され、前記複数のエンジンのその他
のエンジンと相互に連結され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複
数のエンジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにした出力発生シス
テム。
【請求項１３】
　各アームが、エンジンブロックの押し付け面の１つと、エンジンブロックの引き付け面
の１つと係合するためのヨークを有する請求項１１の出力発生システム。
【請求項１４】
　自動車のための出力発生システムであって、
　ａ．別個の４台のエンジンにして、３台が自動車の固定基準面に関して移動自在の移動
式のエンジンであり、１台がトランスミッションに作動上連結され且つ自動車の固定基準
面に関して固定した固定式のエンジンであり、各移動式のエンジンが、４つの細長の穿孔
を有する個別のエンジンブロックを有し、前記細長の穿孔の各々が前記エンジンブロック
の一部分を貫いて伸延され、各エンジンを通して冷却水を循環させるための共通の冷却水
システムを有する４台のエンジンと、
　ｂ．各エンジンを個別に始動させるための始動手段と、
　ｃ．各前記移動式のエンジンを、他の４台のエンジンから切り離される第１位置から、
該他の４台のエンジンの他のエンジンと連結される第２位置に移動させるための移動手段
と、
　を含み、
　該移動手段が４本の平行なレールを含み、各レールが自動車に取り付けられ且つ各前記
移動式のエンジンの細長の穿孔の１つの内部に摺動自在に配置され、
　各前記移動手段が、レール移動制御手段に作動上連結した少なくとも１つの移動自在の
延長部を含み、該少なくとも１つの移動自在の延長部が各前記移動式のエンジンと作動上
関連付けされ、
　

　各前記移動式のエンジンが、前記レール移動制御手段が前記少なくとも１つの移動自在
の延長部を移動させることにより第１位置と第２位置との間で前記平行なレールに沿って
移動され、始動され、前記４台のエンジンのその他のエンジンと相互に連結されることに
より出力発生を増長させるようにした出力発生システム。
【請求項１５】
　自動車のための出力発生システムであって、
　ａ．各々が個別のエンジンブロックを有し、結合自在の複数のエンジンにして、最初の
１台のエンジンが自動車に関して固定され且つトランスミッションに作動上連結され、そ
の他の各エンジンが前記最初のエンジンに関して移動自在の移動式のエンジンである複数
のエンジンと、
　ｂ．各前記複数のエンジンを始動するための始動手段にして、前記複数のエンジンの他
のエンジンが相互に離間された場合に前記複数のエンジンの他のエンジンの各々を始動さ
せるための始動手段と、
　ｃ．各前記複数のエンジンを、各前記移動式のエンジンが複数のエンジンのその他のエ
ンジンから分離される第１位置から、少なくとも１台の前記移動式のエンジンが複数のエ
ンジンのその他のエンジンと相互に連結される第２位置に順次移動させるための移動手段
と、
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前記移動手段が、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、各前記複数の
バネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数のストッパの１
つとの間に配置され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複数のエン
ジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにされ、



　を含み、
　

　前記最初の１台のエンジンが作動されてトランスミッションに出力を提供し、少なくと
も１台の移動式のエンジンが始動され、前記最初の１台のエンジンと相互に連結されるこ
とにより、前記トランスミッションに増長された出力が提供されるようにした出力発生シ
ステム。
【請求項１６】
　複数のエンジンの各々が個別のエンジンブロックを有し、各エンジンブロックが、エン
ジンブロックの後側から平行に伸延する複数の細長のピンと、該細長のピンと同数の複数
の細長のピンホールとを有し、各細長のピンホールが前記複数の細長のピンの１つをその
内部に摺動自在に受け、また、各前記細長のピンが、細長のピンホールの１つの内部に摺
動自在に配置されるようになっており、各前記複数のエンジンがクランクシャフトを有し
、該クランクシャフトが、出力伝達手段をその前端部に有し、その後端には出力受け取り
手段を有し、各前記複数のエンジンの前記クランクシャフトが同中心状態に配列され、前
記各エンジンブロックが、移動式のエンジンの前記出力伝達手段が複数のエンジンの他の
エンジンの出力受け取り手段から切り離される第１位置から、前記移動式のエンジンの出
力伝達手段が前記他のエンジンの出力受け取り手段と連結され、一方、前記複数の細長の
ピンが前記細長のピンホールの内部に更に受けられる第２位置に移動されるようにした請
求項１５の出力発生システム。
【請求項１７】
　自動車のための出力発生システムであって、
　ａ．結合自在の複数のエンジンにして、各エンジンがクランクシャフトを有し、該クラ
ンクシャフトがその第１端部に出力伝達手段を有し、第２端部に出力受け取り手段を有し
、前記出力受け取り手段が後方摩擦プレートを含み、出力伝達手段が前方摩擦プレートを
含み、各前記クランクシャフトが、前記複数のエンジンの隣り合う１台のエンジンの出力
伝達手段からある距離離間して配置されるところの前記出力受け取り手段と同中心状態に
配列され、前記複数のエンジンの最初の１台のエンジンが、前記出力伝達手段に作動上連
結されたトランスミッションを有し且つ前記複数のエンジンのその他の各エンジンからあ
る距離離間される複数のエンジンと、
　ｂ．各前記複数のエンジンの各々を始動するための始動手段と、
　ｃ．各前記複数のエンジンの他のエンジンを前記最初の１台のエンジンと結合させるた
めの手段と、
　を含み、
　出力伝達手段が、前方摩擦プレートと作動上関連付けされたピンバーを更に含み、該ピ
ンバーが中央カラーを有し、該中央カラーが、クランクシャフトを受ける開口と、中央カ
ラーから対向する半径方向に伸延する一対のアームと、を有し、各アームが、該アームの
外側端部から直交方向に伸延するフィンガを有し、該フィンガが、前記ピンバーがその周
囲に廻動自在に配置されるところのクランクシャフトと平行であり、
　後方摩擦プレートが、該後方摩擦プレートのフェース上で円環状に配置した一対の細長
のピンホールを有し、各ピンホールが丸形の端部を有する円環状セクタの形状を有し、
　前方摩擦プレートが一対の丸形の孔を有し、各丸形の孔が前方摩擦プレートの中心から
、前記後方摩擦プレートのフェースの円環状部分の半径と等しい距離離間して配置され、
　各前記ピンバーの各フィンガが、前方摩擦プレートの前記一対の丸形の孔の１つの内部
に配置され、前記ピンバーが、複数のエンジンの他のエンジンを前記最初の１台のエンジ
ンと連結するための連結手段に作動上連結され、
　各前記フィンガが、前方摩擦プレートの前記一対の丸形の孔の１つを貫いて伸延し且つ
前方摩擦プレートの前方フェースを越えて伸延するに充分な長さを有し、
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前記移動手段が、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、各前記複数の
バネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数のストッパの１
つとの間に配置され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複数のエン
ジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにされ、



　前方摩擦プレートと後方摩擦プレートとが各フェースを隣り合わせた出力伝達関係に配
置された場合に、各前記フィンガが前方摩擦プレートの前記一対の丸形の孔の１つを貫い
て伸延して後方摩擦プレートの一対の細長のピンホールの１つと係合する関係となり得る
ようにし、
　その第２端部に前記複数のエンジンの他のエンジンを隣り合わせてなる各前記複数のエ
ンジンの出力受け取り手段が、該隣り合う他のエンジンの出力伝達手段と作動上連結され
得、かくして出力発生を増長させる出力発生システム。
【請求項１８】
　前方摩擦プレートの一対の丸形の孔と、後方摩擦プレートの一対の細長のピンホールと
が、複数のエンジンの隣り合う各エンジンの各クランクシャフトがある角度を成す関係を
生じさせるようになっている請求項 の出力発生システム。
【請求項１９】
　複数のエンジンの他のエンジンを前記最初の１台のエンジンと連結するための手段が、
少なくとも１つの移動自在の延長部と、複数のエンジンの他のエンジンと同数の複数のク
ロスアームとを有し、各前記クロスアームが、少なくとも１つの移動自在の延長部の各々
から伸延し且つピンバーに連結した第１の抗摩擦ベアリングを有し、ピンバーが、クロス
アームによってクランクシャフトに関して軸方向に移動自在であり、
　前方摩擦プレートと後方摩擦プレートとが各フェースを隣り合わせた出力伝達関係に配
置された場合に、各前記フィンガが前方摩擦プレートの前記一対の丸形の孔の１つを貫い
て伸延して後方摩擦プレートの一対の細長のピンホールの１つと係合する関係となり得る
ようにした請求項 の出力発生システム。
【請求項２０】
　クロスアームが一体のバネエクステンダを有する請求項 の出力発生システム。
【請求項２１】
　前方摩擦プレートがクランクシャフトの端部に固定される請求項 の出力発生システ
ム。
【請求項２２】
　少なくとも１つの移動自在の延長部が、複数のエンジンの他のエンジンの各々と作動上
連結され、該各エンジンを、複数のエンジンの他のエンジンから切り離される第１位置か
ら、少なくとも１つの前記エンジンが複数のエンジンの他のエンジンと相互に連結される
第２位置に移動させる請求項 の出力発生システム。
【請求項２３】
　複数のエンジンの各他のエンジンのピンバーがエンジンブロックと前方摩擦プレートと
の間に配置され、前方摩擦プレートがクランクシャフトのスプライン溝付けした端部に摺
動自在に配置され、少なくとも１つの移動自在の延長部が複数のエンジンの各他のエンジ
ンに作動上連結されて前記ピンバーを複数のエンジンの各他のエンジンが各複数のエンジ
ンの前方摩擦プレートから切り離される第１位置から、複数のエンジンの各他のエンジン
の前方摩擦プレートが各複数のエンジンの後方摩擦プレートと、出力伝達関係下に各フェ
ースを隣り合わせた状態で係合される請求項 の出力発生システム。
【請求項２４】
　前方摩擦プレートが、少なくとも１つの移動自在の延長部の各々から伸延する第２のク
ロスアームに作動上連結され、該第２のクロスアームが、前方摩擦プレート及び、一体の
第２のバネエクステンダとに連結した第２の抗摩擦ベアリングを有し、
　各ピンバーと前方摩擦プレートとが各々、第１のクロスアーム及び第２のクロスアーム
の夫々により軸線方向に移動される請求項 の出力発生システム。
【請求項２５】
　ａ．相互に分離可能な複数のエンジンにして、少なくとも１台のエンジンが、自動車の
固定基準面に関して可動の移動式のエンジンであり、各エンジンを通して冷却水を循環さ
せるための共通の冷却水システムを有する複数のエンジンと、
　ｂ．複数のエンジンの各々を始動させるための始動手段にして、前記少なくとも１つの

10

20

30

40

50

(6) JP 3962021 B2 2007.8.22

１７

１７

１９

１９

１９

１９

２３



移動式のエンジンが複数のエンジンのその他のエンジンから離間された場合に、該離間さ
れた移動式のエンジンを始動させるための始動手段と、
　ｃ．移動式のエンジンの各々を、複数のエンジンのその他のエンジンから切り離される
第１位置から、前記複数のエンジンのその他のエンジンと連結される第２位置に移動させ
るための移動手段

と、
　を含み、初期状態で分離された複数の連結自在のエンジンを有する自動車のための出力
発生システムを使用して、該出力発生システムを急速始動させるための方法であって、
　ｄ．前記複数のエンジンの最初の１台を独立状態で始動すること、
　ｅ．分離された複数のエンジンの各々を通し、共通の冷却水システムからの冷却水を循
環させること、
　を含み、
　前記共通の冷却水システムからの冷却水が、前記最初のエンジンが始動された後、前記
初期状態で分離された前記複数の各エンジンを加温させるために、これら初期状態で分離
された複数の各エンジンが始動されているか否かを問わずこれらの各エンジンに循環され
得るようにした方法。
【請求項２６】
　ａ．相互に分離可能な複数のエンジンにして、少なくとも１台のエンジンが、自動車の
固定基準面に関して可動の移動式のエンジンであり、各エンジンを通して冷却水を循環さ
せるための共通の冷却水システムを有する複数のエンジンと、
　ｂ．複数のエンジンの各々を始動させるための始動手段にして、前記少なくとも１つの
移動式のエンジンが複数のエンジンのその他のエンジンから離間された場合に、該離間さ
れた移動式のエンジンを始動させるための始動手段と、
　ｃ．移動式のエンジンの各々を、複数のエンジンのその他のエンジンから切り離される
第１位置から、前記複数のエンジンのその他のエンジンと連結される第２位置に移動させ
るための移動手段

と、
　を含み、初期状態で分離された複数の連結自在のエンジンを有する自動車のための出力
発生システムを使用して、該出力発生システムを急速始動させるための方法であって、
　ｄ．前記複数のエンジンの最初の１台を独立状態で始動すること、
　ｅ．分離された複数のエンジンの各々を通し、共通の冷却水システムからの冷却水を循
環させること、
　ｆ．初期状態で分離された複数の各エンジンの他の少なくとも１台のエンジンを独立し
て始動させること、
　ｇ．始動させた該他の少なくとも１台のエンジンの回転速度が所定の閾値を超えている
か否かを決定すること、
　ｈ．独立して始動させた該他の少なくとも１台のエンジンの回転速度が所定の閾値を超
えていることが決定された後、該他の少なくとも１台のエンジンを、前記初期状態で分離
された複数の各エンジンの最初の１台と結合すること、
　を含み、
　前記共通の冷却水システムからの冷却水が、前記最初のエンジンが始動された後、前記
初期状態で分離された前記複数の各エンジンを加温させるために、これら初期状態で分離
された複数の各エンジンが始動されているか否かを問わずこれらの各エンジンに循環され
得るようにされ、前記初期状態で分離された複数の各エンジンの他の少なくとも１台のエ
ンジンが、前記最初の１台のエンジンと結合される以前において始動され、かくして該最
初の１台のエンジンによる抵抗とは無関係に急速に所定の回転速度に持ち来たされ、出力
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にして、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、各前記
複数のバネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数のストッ
パの１つとの間に配置され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複数
のエンジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにされた移動手段

にして、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、各前記
複数のバネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数のストッ
パの１つとの間に配置され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複数
のエンジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにされた移動手段



発生が増長され得るようにした方法。
【請求項２７】
　ａ．相互に分離可能な複数のエンジンにして、少なくとも１台のエンジンが、自動車の
固定基準面に関して可動の移動式のエンジンであり、各エンジンを通して冷却水を循環さ
せるための共通の冷却水システムを有する複数のエンジンと、
　ｂ．複数のエンジンの各々を始動させるための始動手段にして、前記少なくとも１つの
移動式のエンジンが複数のエンジンのその他のエンジンから離間された場合に、該離間さ
れた移動式のエンジンを始動させるための始動手段と、
　ｃ．移動式のエンジンの各々を、複数のエンジンのその他のエンジンから切り離される
第１位置から、前記複数のエンジンのその他のエンジンと連結される第２位置に移動させ
るための移動手段

と、
　を含み、初期状態で分離された複数の連結自在のエンジンを有する自動車のための出力
発生システムを使用して、該初期状態で分離した複数の連結自在のエンジンを可逆的に結
合することにより自動車の出力を増長させるための方法であって、
　ｄ．前記複数の連結自在のエンジンの最初の１台のエンジンを独立状態で始動すること
、
　ｅ．複数の連結自在のエンジンの各々を通し、共通の冷却水システムから冷却水を循環
させること、
　ｆ．自動車の出力要求値を決定すること、
　ｇ．自動車の出力要求値が第１閾値を超えていることが決定された後、複数の連結自在
のエンジンの少なくとも１台の他のエンジンを独立状態で始動すること、
　ｈ．独立状態で始動した前記少なくとも１台の他のエンジンの回転速度が所定の閾値を
超えているか否かを決定すること、
　ｉ．前記回転速度に応じて空気及び燃料の供給を調節すること、
　ｊ．独立状態で始動した前記少なくとも１台の他のエンジンの回転速度が所定の閾値を
超えていることが決定された後、該少なくとも１台の他のエンジンを前記複数の連結自在
のエンジンの最初の１台のエンジンと結合すること、
　ｋ．前記各段階を反復すること、
　ｌ．自動車の出力要求値が第２閾値以下であるか否かを決定すること、
　ｍ．自動車の出力要求値が前記第２閾値以下であることが決定された後、前記複数の連
結自在のエンジンの少なくとも１台の他のエンジンをその他のエンジンから分離させるこ
と、
　ｎ．分離させた前記少なくとも１台の他のエンジンへの空気及び燃料の供給を断続する
こと、
　ｏ．前述の各段階を反復すること、
を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本願出願人により２００１年１１月に出願され係属中の米国特許出願番号第
０９／９９２，１５８号の利益を請求するものである。
【背景技術】
【０００２】
　今日設計される大半の内燃機関では、８気筒、６気筒、４気筒であるとを問わず、定速
走行中であれ加減速走行中であれ、全シリンダが常動するようになっているが、全シリン
ダが常に動作することで、希少資源程ではないにしろ高価な燃料が無駄になっている。
【０００３】
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にして、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段を更に含み、各前記
複数のバネ手段が、エンジンブロックの１つと、自動車に関して固定された複数のストッ
パの１つとの間に配置され、各前記複数のバネ手段が、移動式のエンジンの１つを、複数
のエンジンの他のエンジンと相互に連結される方向に付勢するようにされた移動手段



　分離駆動式あるいは可変駆動式の環境型内燃機関は燃料消費量を劇的に低下させること
ができる。燃料消費量が少なくなればその分、大気中に放出される排気ガスも少なくなり
、結局は地球規模での温暖化が抑制され、空気の質も全体的に改善される。クランクシャ
フト、コネクチグロッド、ピストン、カムを吸排気の各弁を閉じたままで作動させてシリ
ンダを殺し、燃料消費量を低下させる方法があったが、これでは摩擦や圧力差に基づく効
率損失が生じてしまうばかりか、システム損壊（１９８１年に起きたキャディラックの可
変気筒エンジンユニット）や、“シャットダウン”後にオイルがピストンリングを通過す
ることによるスパークプラグ汚損の問題も生じる。
【０００４】
　別の方法はクランクシャフトとカムシャフトとを分離させるものである。この方法では
エンジンユニットの非動作（静止）セグメントの速度を摩擦クラッチ装置を用いて動作セ
グメントの速度に乗せるが、その際、出力を増大するちょうどその時に生じる抵抗で出力
損失が生じてしまう。更には、非動作セグメントを動作セグメントに係合させると、これ
らの部品を故障及び摩損させる原因となる高い応力がシステムの連結部品に発生する。
　内燃機関は本来、スロットルを開いてシリンダ内に最大量の空気を導入させた場合に最
高効率化されることから、空気流量が大幅に制限された動作シリンダ数が多いものよりも
、高負荷下の動作シリンダ数が少ないものの方が望ましい。
【０００５】
　本発明のエンジンユニットによれば、相互に連結して大型のエンジンユニットを形成す
る、重複可能な、接触型の複数のエンジンユニットが提供される。各エンジンユニットは
、１、２、３本あるいはそれ以上のシリンダ、即ち気筒数を有する。４気筒エンジンユニ
ットを２台、２気筒エンジンユニット２台と４気筒エンジンユニット、あるいは２気筒エ
ンジンユニット４台をそれぞれ連結することにより、何れも８気筒エンジンユニットとす
ることが可能である。本発明の可変式の環境型エンジンユニットは、複数の、独立し且つ
調和された内燃機関から構成される。独立した各エンジンユニットが同中心状態で配列さ
れる。要求出力が変化する際に個別のエンジンユニットを相互のクランクシャフトに連結
あるいは脱連結させることのできるクラッチ手段が設けられる。
【０００６】
　各エンジンユニットはスターターと、個別の点火系及び給油系とを有する。出力を上げ
ようとする場合は、トランスミッションに最も近い非動作エンジンユニットが始動され、
動作エンジンユニット、即ち、トランスミッションに近い単数あるいは複数の動作エンジ
ンユニットに結合される。
　各エンジンユニットは自らの電気式のスターターによって始動されることが好ましい。
そうすることで、従来方法に於ける如く、動作中のエンジンユニットが非動作のエンジン
ユニットあるいはセグメントと係合してこれを始動させることによる出力損失が無くなる
。
　動作中のエンジンユニット部分が非動作のエンジンユニットあるいはセグメントと係合
する従来の分割式のエンジンユニットでは、そうした係合時にずっと多くの出力が要求さ
れ、動的セグメントの速度に静的セグメントを乗せる際に出力が実際に低下する。こうし
た出力損失は運転状況下では危険且つ命に関わるものとなり得る。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　解決しようとする課題は、独立した複数の内燃機関ユニットにして、各内燃機関ユニッ
トのクランクシャフトを相互に結合あるいは分離させるための新規且つ改良された手段を
有する形式の内燃機関ユニットを提供することである。
　解決しようとする他の課題は、各クランクシャフトを、クランクシャフト角度及びある
いは相対角度位置に関して相互に適時に確実に連結することのできる新規且つ改良された
手段を提供することである。
【０００８】
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　解決しようとする他の課題は、上述した形式の内燃機関ユニットで使用するための改良
されたクラッチ手段を提供することである。
　解決しようとする他の課題は、各内燃機関ユニットの個別のクランクシャフト間でのト
ルク伝達用の連結を確立あるいは終了させ得る、前記クラッチ手段を作動するための改良
手段を提供することである。
　解決しようとする他の課題は、各内燃機関ユニットの個別のクランクシャフト間に、比
較的簡単で、丈夫で、コンパクトで且つアクセス可能な、トルク伝達用の連結部を提供す
ることである。
【０００９】
　解決しようとする更に他の課題は、連結する各クランクシャフトの相対角速度が適正な
関係となった場合のみならず、連結する各クランクシャフトの相対角度が最適化された場
合に、各クランクシャフト間のトルク伝達用の連結をロックすることのできる装置を提供
することである。
　解決しようとする更に他の課題は、移動式（連結自在）の各エンジンユニットを１台づ
つ順次追加することにより自動車に出力を与えることのできる能力を提供することである
。
　解決しようとする更に他の課題は、上述した装置を具体化する、コンパクトで省燃費で
、低汚染の内燃機関システムを提供することである。
【００１０】
　（本発明の利益）
　本発明には、各々が電気式のスターターを持つ独立したエンジンユニットが含まれる。
本発明の利益は、新規に始動させたエンジンユニットが出力を追加することができるよう
になるまで、各エンジンユニットが駆動トレーンに繋がれず、従って、より高い出力が要
求される際の臨界点での出力損失が生じないことである。
【００１１】
　本発明の他の利益は、エンジンユニットが無負荷状態で始動されることで極めて急速に
加速されることから、始動させたこのエンジンユニットを単数あるいは複数の他のエンジ
ンユニットに繋ぐ際に各エンジンユニットの毎分回転数、即ちＲＰＭがずっと一様にマッ
チングされ、各部品の受けるトルク応力が極めて小さくなることである。これに対し、従
来はエンジンユニットの動作部分が繋がれるエンジンユニットの非動作部分を運転時のＲ
ＰＭに上昇させる必要があった。静止状態から動作状態に変換することによるトルク応力
は、関連する全ての部品に大きな応力を与える。従って、これらの各部品はヘビーデュー
ティー仕様で製造する必要があり、それが自動車の重量や製造コストを増大させていた。
本発明によればずっと軽くしかも低コストのエンジンユニットが提供される。また、本発
明によれば、相互交換自在の部品構成を有する同一あるいはほぼ同一のエンジンユニット
が提供される。これらのエンジンユニットは自動車に複数台が装備されるが、相互交換自
在のこうしたエンジンユニットは大量生産することで経済的に製造することが可能となる
。
【００１２】
　個別のエンジンユニットが調和されることによる他の利益は、あるエンジンユニットが
容易には修理し得ない故障を生じた場合に単独で交換可能なことである。現在の自動車で
はエンジンユニット全体の交換費用は非常に高額であり且つ非常に時間浪費的な作業であ
り、自動車の休止時間も長くなる。わずか１本のシリンダーが補修不能の損傷を生じるだ
けでもエンジンユニットを交換する理由となり得、自動車はしばしばこの理由のために廃
棄されてしまう。本発明は自動車をより長く“現役走行”可能とし、かくして、資源を節
約し、環境のみならず自動車のオーナーを支援することができる。軽量の、独立したエン
ジンユニットは自動車において、例えば約６４，０００ｋｍ（４０，０００マイル）のイ
ンターバルで容易に回転動作され得る。トランスミッションに連結されたエンジンユニッ
トは自動車使用時には常に作動される。トランスミッションから最も遠い側のエンジンユ
ニットは駆動されることが最も少ない。
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　エンジンユニットが従来のエンジンユニットよりも小型で軽量且つ安価あることで、エ
ンジンユニットの交換は、新しいエンジンユニットあるいはエンジンユニット再生の何れ
の場合においてもずっと容易化される。
【００１３】
　自動車のオーナーはスペアのエンジンユニットを自宅に保管したくなるであろうし、補
修部品も、各エンジンユニット間で相互に交換自在であることからずっと入手しやすくな
る。マイクロプロセッサベースのエンジンユニット制御系は現在の自動車工業界では標準
的なものである。エンジンユニット制御系を作動させるための情報は、毎分回転数、真空
及びアクセルペダルの相対位置センサを使用するマイクロプロセッサから提供され得る。
図５に示すような１２ボルト型の可逆モーター／流体ポンプが、各実施例で説明され、図
示される流体システムを駆動する。流体ラムシステムは、仮に故障しても機械バネが各エ
ンジンユニットを強制係合状態とする点でフェールセーフ性をも提供する。内燃機関シス
テムが８気筒型のものであれば、エンジンユニットは流体ラムシステムが直るまでＶ－８
形態のままである。運転者は手動スイッチにより動作エンジンユニット数を選択すること
ができる。この特徴は、エンジンユニットあるいはセンサ／マイクロプロセッサの故障時
に自動車を運転可能な状態に維持する上で役立つであろうし、運転者は、交通の流れに素
早く出るといった場合、オートマチックシステムを手動でオーバーライド、即ち無効にす
れば良いことを予測することができる。
【００１４】
　一般的なエンジンユニット冷却系が使用され、非動作のエンジンユニットは動作中のエ
ンジンユニットにより動作準備状態に維持される。詳細な説明及び例示図には２気筒型の
エンジンユニット及び４気筒までの内燃機関システムが示されるが、個別のエンジンユニ
ットを結合した場合の、これにはエンジンユニット当たりのシリンダ数、あるいはシリン
ダ数の異なるエンジンユニットとの結合も含むが、エンジンユニット数を限定しようとす
るものではない。最小の内燃機関システムには単気筒エンジンユニット２台のものが含ま
れる。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明によれば、自動車用の出力発生システムにして、各々が個別のエンジンブロック
と、クランクシャフトにして、第１端部に出力伝達手段を備え、第２端部に出力受け取り
手段を備えたクランクシャフトとを有し、初期状態において分離された複数の連結自在の
エンジンあるいはエンジンユニットを含む、自動車用の出力発生システムが提供される。
複数の連結自在のエンジンの各エンジンのクランクシャフトは、隣り合う１台のエンジン
のクランクシャフトの出力伝達手段から離間して配置されるところのその出力受け取り手
段と同中心状態に配列され、また、複数の連結自在のエンジンの最初の１台のエンジンが
、該エンジンの出力伝達手段と作動上連結されたトランスミッションにして、複数の連結
自在のエンジンのその他の各エンジンからは離間して配置することのできるトランスミッ
ションを有する。複数の連結自在のエンジンの各エンジンを始動するための始動手段が設
けられるのみならず、複数の連結自在のエンジンのその他の各エンジンを順次結合し、前
記最初の１台のエンジンをトランスミッションに出力を提供する状態に支持するための結
合手段が設けられる。かくして、複数の連結自在のエンジンの各々を、各エンジンの第２
端部に隣り合わせて他のエンジンを配置し、各エンジンの出力受け取り手段を隣り合うエ
ンジンの出力伝達手段と作動上連結させることで出力が複合され且つ増長される。
　複数の連結自在のエンジンの各々のための始動手段は各エンジンを個別に始動可能であ
ることが好ましい。
【００１６】
　本発明の重要な様相によれば、単一の冷却システムを備えた複数のエンジンであって、
冷却システムが、冷却ファンに隣り合って配置したラジエターと、ウォーターポンプと、
水循環ラインにして、ラジエター及びウォーターポンプそして各エンジン間に水を循環さ
せ、少なくとも１つの動作中のエンジンにより加温されて冷却システム中に再循環される
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水により複数のエンジンの各エンジンを加温し、かくして前記各エンジンを不当な熱的応
力を受けることなく素早くスピードに乗せるべく作動上結合された水循環ラインと、を含
むエンジンが提供される。各エンジンは交換が容易なように同一のものであることが理想
的である。
【発明の効果】
【００１７】
　独立した複数の内燃機関ユニットにして、各内燃機関ユニットのクランクシャフトを相
互に結合あるいは分離させるための新規且つ改良された手段を有する形式の内燃機関ユニ
ットが提供される。
　クランクシャフトを、その角度及びあるいは相対角度位置に関して相互に適時に且つ確
実に連結することのできる新規且つ改良された手段が提供される。
　上述した形式の内燃機関ユニットで使用するための改良されたクラッチ手段が提供され
る。
　内燃機関ユニットの個別のクランクシャフト間でのトルク伝達用の連結を確立あるいは
終了させ得るところの、前記クラッチ手段を作動するための改良された手段が提供される
。
　各内燃機関ユニットの個別のクランクシャフト間に、比較的簡単で、丈夫で、コンパク
トで且つアクセス可能な、トルク伝達用の連結部が提供される。
　連結するべき各クランクシャフトの相対的な角速度が適正な関係となった場合のみなら
ず、連結するべき各クランクシャフトの相対的な角度が最適状態となった場合に、各クラ
ンクシャフト間のトルク伝達用の連結をロックすることのできる装置が提供される。
　移動式（連結自在）の各エンジンを１台づつ順次追加して自動車に出力を与えることの
できる能力が提供される。
　上述した装置を具体化する、コンパクトで省燃費で、低汚染の内燃機関システムが提供
される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本明細書に記載する本発明の一般性から逸脱することなく、また、本発明の範囲を限定
することなく、以下の議論が図面に示される如き本発明に対して参照される。
　図２に最も良く示されるように、本発明によれば、初期状態において分離され、連結自
在の複数のエンジン１を含む、自動車用の出力発生システムが提供される。連結自在の複
数のエンジンの各々を始動する始動手段２のみならず、好ましくは固定式の第１のエンジ
ンにこれら連結自在の複数のエンジンの他のエンジンを結合させるための手段が設けられ
る。各エンジンのための始動手段が各エンジンを個別に始動させることが可能であること
が好ましい。
【００１９】
　図２を参照するに、２気筒型のエンジン（１２及び１４）を４台同中心状態に並べた構
成の本発明の概略平面図が示される。エンジン１２は固定式のものであり、トランスミッ
ション２０に連結されている。トランスミッション２０は図示しない車輪に結合した図示
しないディファレンシャルに結合される。
　図１に示されるように、固定式のエンジン１２は複数のレールにより車体フレームに固
定される。好ましくは４つのマウントが車体フレームに固定される。
　レール４２に移動式のエンジンが取り付けられる。
　移動式のエンジン１４はレール４２に沿って摺動する。バネストッパ３８がレール４２
の然るべき位置に固定される。圧縮バネ４０が移動式のエンジン１４を固定式のエンジン
１２に向けて押送する。流体ラムシステム２２が車体に固定され、固定式のエンジン１２
に固定可能とされる。
【００２０】
　流体ラムシステム２２はこの流体ラムシステム２２から流体ピストン２４を伸延させる
。流体ピストン２４は流体ピストンの延長部２６に固定される。延長部２６は、圧縮バネ
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４０に抗して作用するアーム１９を介してエンジン１４と接触し、エンジン１４を固定式
のエンジン１２から離間させる。各アーム１９の、延長部２６に沿った間隔は不等である
ことから、各エンジンは流体ピストン２４の行程とは無関係に所定の位置で係脱させるこ
とが可能である。
【００２１】
　前方摩擦プレート３４及び後方摩擦プレート３２が各クランクシャフトの端部に固定さ
れる。各エンジンが係合されるに際しては、先ずこれらの前方摩擦プレート３４及び後方
摩擦プレート３２が接触する。最高出力が必要とされる場合、トランスミッションに最も
近い側の非動作のエンジンが始動される。新規に始動されたエンジンのＲＰＭが自動車の
駆動トレーンに十分な出力を追加するに際しては流体ラムシステム２２が、前方摩擦プレ
ート３４及び後方摩擦プレート３２が係合するに充分なだけ流体ピストン２４を引き込ま
せる。この係合により、前方摩擦プレート３４を駆動するエンジンが、後方摩擦プレート
３２を駆動するエンジンに追い付くことができるようになる。２台のエンジン間のタイミ
ングが予め決定した通りになると流体ピストン２４が更に引き込まれる。正しいタイミン
グは各摩擦プレートのピンホールの相対配列により提供される。クロスアーム２９が延長
部２６に固定される。クロスアーム２９がベアリング６０を介してピンバー３６を押すと
ピンバー３６の各フィンガ５９が前方摩擦プレート３４を貫いて伸延し、後方摩擦プレー
ト３２の各ピンホールに入る。ピンバー３６の各フィンガは各エンジンを、これら各エン
ジンの相対タイミングを最適値とする状態でロックする。
【００２２】
　図２には係合あるいは脱係合状態の３枚の摩擦プレートが示される。図示されるように
、固定式のエンジン１２及び隣接するエンジン１４は完全に係合されており、後方摩擦プ
レート３２と前方摩擦プレート３４とは、エンジン１４を固定式のエンジン１２に押し付
けるバネ４０の圧力により完全に係合されている。この状態でピンバー３６の各ピンは後
方摩擦プレート３２のピンホールに入り、ピンバー３６はクロスアーム２９により然るべ
く保持され、ピンバー３６の各フィンガ５９が、固定式のエンジン１２及び１４のタイミ
ングを予め決定された最適値に保持する。
【００２３】
　隣り合う各移動式のエンジン１４は係合あるいは脱係合の何れかの状態にある。ピンバ
ー３６は後方摩擦プレート３２に入っていない。図２に示すようにこれら最初の３台のエ
ンジンは動作中で、有効なＶ－６型エンジンを構成している。最後のエンジンはこれら３
台のエンジンからは完全に脱係合され、従って遮断、停止、始動、あるいは始動及びＲＰ
Ｍ増大の何れかのプロセス下にあり得る。この最後のエンジンは、圧縮バネ４０のバネ力
に抗して作用する流体ラムシステム２２により、前記係合あるいは結合された３台のエン
ジンからは離間した状態に保持される。流体ラムシステム２２から延びる流体ピストン２
４が移動式の延長部２６と結合され、この移動式の延長部２６が、前記動作中の各エンジ
ンから前記最後のエンジンを離間させ且つその状態に保持する。
【００２４】
　図７～図９には本発明の第２実施例が例示され、２台の２気筒型のエンジン７２及び７
４が同中心状態に配列されている。エンジン７２がトランスミッション２０に連結され、
トランスミッション２０が、図示しない車輪に連結した図示しないディファレンシャルに
連結される。エンジン７２は複数のブラケット７０によりエンジン７４に固定される。図
７～図９には４気筒型の内燃機関が示される。各エンジンは、エンジン７２をブラケット
７０を使用してエンジン７４に係合させたと同じ様式でエンジン７４に追加させることが
可能である。後方摩擦プレート３２はエンジン７２のクランクシャフト４６の前端部に固
定される。前方摩擦プレート５６が、クランクシャフト５１の後端部のスプライン溝に沿
って摺動する歯を有している。ピンバー５８の各フィンガ５９が前方摩擦プレート５６を
貫いて摺動し、後方摩擦プレート３２の各ピンホールに係入する。流体ラムシステム２２
が連係作用し、流体ピストン２４を所定の各位置に出入りさせる。摩擦プレートのクロス
アーム５２がヒンジ３１により延長部２６に固定される。伸縮バネ５０がクロスアーム５
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２の各セクションを連結する。ヒンジ８２が、クロスアーム５２を摩擦プレートのベアリ
ング６４に結合する。ベアリング６４は前方摩擦プレート５６に取り付けられ、この前方
摩擦プレート５６と共に摺動する。クロスアーム６２がベアリング６０に固定され、ベア
リング６０はピンバー５８に固定される。ピンバー５８とベアリング６０とは前方摩擦プ
レート５６のハブ部分で摺動する。
【００２５】
　本発明の装置の図示された好ましい実施例には、自動車用の出力発生システムであって
、少なくとも１台のエンジンが自動車の固定基準面に関して移動式のエンジンであるとこ
ろの複数のエンジンと、可動自在の前記複数のエンジンの各々を好ましくは個別に始動す
るための始動手段と、可動自在の各エンジンを、複数のエンジンの他のエンジンから切り
離される第１位置から、複数のエンジンの他のエンジンと相互に連結される第２位置に移
動させるための移動手段と、を含む自動車用の出力発生システムが含まれる。
　好ましい実施例では、前記複数のエンジンの他のエンジンの少なくとも１つが、自動車
の固定基準面に関して固定された固定式のエンジン１２である。この固定式のエンジンは
トランスミッション２０に作動上連結され、また、複数のエンジンの各々が、図示される
ように同数のシリンダを有することが好ましい。
【００２６】
　各エンジンは２気筒、４気筒あるいは６気筒のものであり得る。例えば、自動車用の出
力発生システムは、２台の２気筒エンジン、３台の２気筒エンジン、２台の３気筒エンジ
ン、４台の２気筒エンジン、２台の４気筒エンジン、３台の４気筒エンジン、４台の３気
筒エンジン、あるいはまた、２台の６気筒エンジン若しくはそれらを結合した構成のもの
であり得る。特に記載されない限り本明細書で“エンジン”とは、少なくとも１気筒（２
気筒が好ましいが）を収納する独立したエンジンブロック１７と、関連する弁と、前方摩
擦プレート３４及び後方摩擦プレート３２を備えたクランクシャフトと、連結ロッドと、
燃料及び点火系統とを含むものに対して参照される。
【００２７】
　移動式の各エンジンのための移動手段は、自動車に取り付けた少なくとも２本の平行な
レール４２を含み、各エンジンは、少なくとも２本の前記レールと同数の複数の細長穿孔
９を具備する個別のエンジンブロック１７を有し、前記各細長穿孔がエンジンブロックの
一部を貫いて伸延され、前記少なくとも２本の平行なレール４２の各々が前記複数の細長
穿孔の一つの内部に摺動自在に配置される。前記細長穿孔が貫くエンジンブロックの一部
はエンジンブロック１７の一体セクション、若しくはエンジンブロックのアタッチメント
部分であり得る。固定式のエンジン１２は移動式の前記エンジン１４と同一のものであり
得、また、図１に示されるように各レールに係合され得る。
【００２８】
　図１に示されるように、好ましい実施例では移動式の各エンジンを移動させるための移
動手段は４本の平行なレールを有し、各レールがマウント１１により自動車に取り付けら
れ、各移動式のエンジン１４が、４つの細長穿孔９を備えた個別のエンジンブロック１７
を有し、各細長穿孔がエンジンブロック１７の一部分を貫いて伸延し、各平行なレール４
２が前記移動式のエンジン１４の細長穿孔の一方の内部に摺動自在に配置される。各移動
式のエンジンを移動させるための移動手段は更に、レール移動制御手段に作動上連結した
少なくとも１つの移動式の延長部２６を含む。移動式の延長部２６の少なくとも１つは前
記移動式のエンジン１４の各々と作動上関連される。レール移動制御手段は前記移動式の
延長部２６の少なくとも１つを移動させることができ、移動する移動式の延長部２６が、
平行なレール４２に沿って各移動式のエンジン１４をその第１位置及び第２位置間で移動
させることができる。
【００２９】
　移動式のエンジン１４のための移動手段の代替手段は、レール移動制御手段及び各移動
式のエンジンに作動上連結した、外側にネジ溝を有する延長部である。各移動式のエンジ
ンは、この、外側にネジ溝を有する延長部を貫く通路と、この通路に固定状態で嵌入して
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前記延長部の外側のネジ溝と係合するようにした、内側にネジ溝を有するスリーブとを有
し得る。
【００３０】
　外側にネジ溝を有する延長部は更に、円滑な非ネジ溝領域を補完させた異ピッチの一連
の外側ネジ溝セクションを有し得、内側にネジ溝を有する前記スリーブが、前記延長部の
外側のねじ溝セクションの各１つと相補するピッチを有し得る。延長部の外側ネジ溝セク
ションは、この延長部の外側ネジ溝セクションが１回転すると複数の移動式のエンジンの
内の、トランスミッションに最も近いエンジンと係合し、２回転目で次ぎにトランスミッ
ションに近いエンジンと係合し、３回転目でまた次ぎにトランスミッションに近いエンジ
ンと係合するような配列とすることができる。
【００３１】
　図５を参照するに、レール移動制御手段が、少なくとも１つであるところの移動式の延
長部と数の等しい少なくとも１つの流体ラムシステム２２と、図１６に示すようなマイク
ロプロセッサ３とを含む。各流体ラムシステムは１２Ｖ型のモーター４を有し、モーター
４はリザーバ２１から少なくとも１つの流体ピストン２４に流体を供給するポンプ２３に
連結される。少なくとも１つである各流体ラムシステム２２は、少なくとも１つである移
動式の延長部（２６、２７）の１つと作動上連結される。マイクロプロセッサ３は流体ラ
ムシステム２２を起動する信号をモーター４に送る。各移動式のエンジン１ 機能上、
流体ラムシステム２２により前記平行なレール４２に沿って移動することが可能である。
【００３２】
　自動車用の出力発生システムのレール移動制御手段は、前記少なくとも１つの移動式の
延長部（２６、２７）と同数の少なくとも１つの駆動モーター４と、マイクロプロセッサ
３とを含み得る。各駆動モーター４は前記少なくとも１つの移動式の延長部（２６、２７
）と作動上連結され得、また、マイクロプロセッサ３は前記少なくとも１つの移動式の延
長部（２６、２７）を起動させるための信号を駆動モーター４に送ることができる。これ
により各移動式のエンジン１４は、駆動モーター４が作動されると平行なレール４２に沿
って移動され得る。レール移動制御手段は更に、ユーザーが各エンジン１４を第１位置及
び第２位置間で制御し、出力発生に関わるエンジン数を変化させることができるようにす
るための手動オーバーライド６を含み得る。
【００３３】
　図２に示されるように、少なくとも１つの前記移動式の延長部２６の各々は複数のアー
ム１９を有し得、各アーム１９は前記移動式の延長部２６の伸延方向の軸線を横断し得、
移動式の延長部２６の１つから伸延する各アーム１９は、エンジンブロック１７の１つの
プッシュ面、即ち押し付け面７に隣り合って作動上配置され、この押し付け面７と各々係
合してエンジン１４の１つをその第２位置から第１位置に移動させ得る。あるいは、各ク
ロスアームは、図２ａに示す如くエンジンブロック１７の１つの前記押し付け面７及びプ
ル面、即ち引き付け面１０の一方と係合するヨーク８を有し得る。
【００３４】
　移動式のエンジンのための移動手段は更に、移動式のエンジンと同数の複数のバネ手段
を含む。複数のバネ手段の各々は、エンジンブロック１７の１つと、自動車に関して固定
した複数のストッパ３８の１つとの間に配置された少なくとも１つの圧縮バネ４０にして
、前記複数のバネ手段の各々をして移動式のエンジンの１つを複数のエンジンの他のエン
ジンと相互に連結するように付勢せしめる圧縮バネを含み得る。
【００３５】
　本発明の、自動車の出力発生システムの重要な様相によれば、冷却ファンに隣り合って
配設したラジエーターと、ウォーターポンプと、これらラジエーター及びウォーターポン
プに水を循環させるべく作動上連結した水循環ラインとを含む単一の冷却水システムを具
備する複数のエンジンにして、作動する少なくとも１台のエンジンにより加温されて冷却
水システム６８内を循環される水により各々が加温され得るエンジンが提供される。水循
環システムは、複数のエンジンの各々が不当な熱応力を受けることなくこれら複数の各エ
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ンジンを迅速に速度に乗せ得るよう、非動作の各エンジンを加温状態に維持する目的を達
成し得る直列あるいは並列の何れかにおいて連結するべく配列することができる。
【００３６】
　自動車用の出力発生システムの他の実施例には、相互に離間させることのできる４台の
個別のエンジンが含まれる。本実施例では３台のエンジンが、自動車の固定基準面に関し
て移動式のエンジン１４であり、１台が、トランスミッション２０に作動上結合され且つ
自動車の固定基準面に関して固定された固定式のエンジン１２である。移動式の各エンジ
ン１４は個別のエンジンブロック１７を有し、エンジンブロック１７は、図１に示すよう
にこのエンジンブロック１７の一部を貫いて伸延する細長穿孔を有する。各エンジンを個
別に始動するための始動手段が設けられ、また、移動式の各エンジンを、４台のエンジン
の他のエンジンから切り離される第１位置から、４台のエンジンの別のエンジンと相互に
連結される第２位置に順次移動させるための移動手段が設けられる。移動式の各エンジン
のための移動手段は４本のレール４２を含み、各レール４２は自動車に取り付けられ、移
動式のエンジン１４の各前記細長穿孔９の１つの内部に摺動自在に配置される。
【００３７】
　前記エンジンの移動手段は更に、レール移動制御手段に作動上連結した少なくとも１つ
の移動式の延長部２６を含む。各移動式の延長部２６は移動式の各エンジン１４と作動上
関連される。本実施例では移動式の各エンジン１４は、レール移動制御手段が少なくとも
１つの前記移動式の延長部を移動させ、この延長部が移動式の各エンジンを平行なレール
に沿って前記第１位置及び第２位置間で移動させるに際して始動され、次いで４台のエン
ジンの他のエンジンと相互に連結され、かくして出力発生を増長させることが可能とされ
る。
【００３８】
　本発明の自動車の出力発生システムは、複数の連結自在のエンジンを含む。複数の連結
自在のエンジンの第１の固定式のエンジン１２ａは自動車に関して固定され、トランスミ
ッション２０に作動上連結され、その他のエンジンは、この第１の固定式のエンジン１２
ａに関して順次移動可能な移動式のエンジン１４である。連結自在の前記複数のエンジン
の各々を、好ましくは個別に始動させるための始動手段が設けられる。複数の連結自在の
エンジンの各々が、その他のエンジンから分離される第１位置から、他のエンジンと連結
される第２位置に移動されるための、スターター２を含む移動手段も含んでいる。第１の
固定式のエンジン１２ａを作動するとトランスミッション２０に対する出力が発生されて
移動式のエンジンの少なくとも１台が作動され、次いで前記第１固定式のエンジン１２ａ
に連結され、かくして増長された出力がトランスミッションに提供され得る。
【００３９】
　自動車の出力発生システムの好ましい実施例において、複数の連結自在のエンジンの各
々は個別のエンジンブロックを有し、エンジンブロックの後側からは複数の細長いピンが
平行に伸延され、これらのピンと同数の複数の細長のピンホールがエンジンブロックの前
側から伸延される。細長のピンホールの各々は、平行に伸延する複数の細長のピンの１つ
を摺動自在に受けるようになっており、各ピンは前記細長のピンホールの１つの内部に摺
動自在に配置され、各エンジンはクランクシャフトを有し、各クランクシャフトの前端に
は出力伝達手段が配置され、後端には出力受け取り手段が配置され、各エンジンのクラン
クシャフトは同中心状態に配列され、各エンジンブロックを、一方のエンジンの前記出力
伝達手段が他方のエンジンの出力受け取り手段から切り離される第１位置から、前記出力
伝達手段が他のエンジンの出力受け取り手段と相互に連結され、その間、複数の前記平行
な細長のピンが前記細長のピンホール内に更に受けられるところの第２位置に移動させる
ための移動手段が含まれる。
【００４０】
　自動車用の出力発生システムの他の実施例のものは、各々がクランクシャフトを有する
複数の連結自在のエンジンを含み、クランクシャフトが、このクランクシャフト４６の第
１端部に配置した出力伝達手段と、第２端部に配置した出力受け取り手段とを有している
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。各エンジンのクランクシャフトの出力受け取り手段は、隣り合うエンジンの出力伝達手
段からある距離離間するようにして配置され、複数の連結自在のエンジンの最初のもので
ある第１のエンジンが、この第１のエンジンの出力伝達手段に作動上結合されたトランス
ミッションを有し且つ複数の連結自在の他の各エンジンからは離間して配置される。複数
の連結自在の各エンジンを始動するための始動手段のみならず、前記第１エンジンにその
他のエンジンを順次結合させるための手段が設けられる。これにより、他のエンジンの第
２端部に隣り合って配置した各エンジンの出力受け取り手段を、隣り合って配置した他の
エンジンの出力伝達手段に作動上結合し、複数の連結自在の各エンジンを結合して出力発
生を増長させることが可能となる。
【００４１】
　複数の連結自在の各エンジンを始動するための始動手段が、各エンジンを個別に始動可
能であることが好ましい。“個別に”とは、前記各エンジンが同時にあるいは異なる時間
に別個に始動され得ることを意味するものとする。
　図１に示されるように、出力受け取り手段は、後方摩擦プレートを含み得、また、出力
伝達手段は前方摩擦プレートを含み得る。出力伝達手段は、図２、図７～９、図１２～図
１３に示すように、前方摩擦プレートと作動上関連するピンバーを更に含み得る。ピンバ
ーは、クランクシャフトを受ける開口を有する中央カラーと、この中央カラーから対向し
て伸延する一対の半径方向アームとを有する。各半径方向アームの外側端部からは半径方
向アームと直交する方向に伸延するフィンガが設けられる。各フィンガは、ピンバーをそ
の周囲に回転自在に配置するところのクランクシャフトと平行である。更には、後方摩擦
プレートはそのフェースに細長い一対の円環状のピンホールを有し、各円環状のピンホー
ルは端部を丸味付けした円環状セクタの形状を有し、前方摩擦プレートは一対の丸形の孔
を有する。
【００４２】
　前方摩擦プレートの一対の丸形の孔の各々は、前方摩擦プレートのフェースの中心位置
から、後方摩擦プレートのフェースの円環状ピンホールの半径方向距離と等しい距離離間
して配置される。ピンバーの各フィンガは前方摩擦プレートの一対の丸形の孔の一方の内
部に配置され、ピンバーは連結手段に作動上結合される。各フィンガは前方摩擦プレート
の一対の丸形の孔の一方を貫き、前方摩擦プレートの前側のフェースを越えて伸延するに
充分な長さを有する。かくして各フィンガは、前方摩擦プレート及び後方摩擦プレートを
各々のフェースを隣り合わせて配置する出力伝達関係とした場合に前方摩擦プレートの丸
形の孔を越えて伸延し、後方摩擦プレートの一対の細長の円環状ピンホールの一方に入り
、この一方の円環状ピンホールとの係合関係を有するようになる。前方摩擦プレートはク
ランクシャフトの一端に固定することが可能である。
【００４３】
　更には、前方摩擦プレートの一対の丸形の孔と、後方摩擦プレートの一対の細形の円環
状ピンホールとは、複数の連結自在の各エンジンの隣り合う１つにおける各クランクシャ
フト間において、エンジンの燃焼状態を改善するためのある角度を成すようなものとする
ことができる。
　また更に、ピンバーを作動上結合するところの前記連結手段は、何れも複数の連結自在
の各他のエンジンのそれと同数であるところの少なくとも１つの移動式の延長部と、複数
のクロスアームとを含み得る。各クロスアームは前記少なくとも１つの移動式の延長部の
各々から伸延され、ピンバーに連結した第１の抗摩擦ベアリングを有し、ピンバーは、ク
ロスアームによってクランクシャフトに軸方向に関して移動式である。かくして各フィン
ガは、少なくとも１つであるところの前記複数の連結自在の各エンジン間で、前方摩擦プ
レート及び後方摩擦プレートを各々のフェースを隣り合わせて配置する出力伝達関係、即
ち、複数の連結自在の各エンジンの他のエンジンと作動上連結した場合に、前方摩擦プレ
ートの一対の丸形の孔の一方を貫いて、後方摩擦プレートの細長の円環状ピンホールの一
方に入り、この一方の円環状ピンホールとの係合関係を有するようになる。
【００４４】
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　図２に示すように、トランスミッションから最も遠いピンバーを除く全てのピンバーと
関連するクロスアームが、バネエクステンダアダプタと、少なくとも１つの移動式の延長
部に対するピボット廻動自在の連結部とを有する。クロスアームは一体化したバネエクス
テンダを更に有し得る。
　図１～図２及び図７～図９を参照するに、複数の連結自在の各エンジン１を、他のエン
ジン１から切り離される第１位置から、少なくとも１つのエンジン１が他のエンジン１と
相互に連結される第２位置に移動させるべく、少なくとも１つの移動式の延長部が複数の
連結自在の各エンジン１の各々に作動上連結されている。
【００４５】
　図７～図９では、複数の連結自在の他の各エンジン１の各ピンバーはエンジンブロック
と前方摩擦プレートとの間に配置され、前方摩擦プレートはクランクシャフトのスプライ
ン溝付きの端部セクションに摺動自在に配置され、少なくとも１つの移動式の延長部が、
ピンバーを、他の各エンジン１の後方摩擦プレートからエンジン１が切り離される第１位
置から、前記他のエンジン１の前方摩擦プレートが各エンジン１の後方摩擦プレートと係
合して出力を伝達する関係下に各フェースを隣合わせる第２位置に移動させるために、前
記他の各エンジンの各ピンバーに作動上連結されている。
【００４６】
　本発明の他の実施例によれば、中央カラー６７が、前方摩擦プレートの軸方向に伸延す
るハブ５７のみならずクランクシャフト５１を受けるべく解放自在とされる。前方摩擦プ
レート５６は、少なくとも１つの移動式の延長部２７の各々から伸延する第２クロスアー
ム６２に作動上結合され、第２クロスアーム６２が、前方摩擦プレート５６と、一体の第
２のバネエクステンダ５３に結合されるのが好ましい。各ピンバー５８及び前方摩擦プレ
ート５６は、第１クロスアーム５２及び第２第クロスアーム６２の夫々により各々軸方向
に移動されるべく配向される。第２クロスアーム６２は前方摩擦プレート５６の、軸方向
に伸延するハブと係合する。
【００４７】
　自動車用の出力発生システムの別の様相によれば、固定式のエンジンがトランスミッシ
ョン２０に係合され、移動してこの固定式のエンジンに係脱自在の少なくとも１つのエン
ジンが、前記固定式のエンジンに係合されトランスミッションに対して発生される出力を
増長させるための第１位置から、固定式のエンジンからある距離離間されてこの固定式の
エンジンから脱着される第２位置に移動式とされる。
【００４８】
　上述した自動車用の出力発生システムによれば数多くの新規な方法が提供される。その
１つは、初期状態で分離された複数の連結自在のエンジン１を有する自動車のための出力
発生システムを急速始動させるための方法であり、該方法には、前記複数のエンジン１の
最初の１台のエンジンを独立状態で始動すること、分離された複数のエンジン１の各々を
通し、共通の冷却水システム６８からの冷却水を循環させることが含まれる。これにより
、共通の冷却水システム６８からの冷却水が、前記最初のエンジンが始動された後、前記
初期状態で分離された前記複数の各エンジン１を加温させるために、これら初期状態で分
離された複数の各エンジン１が始動されているか否かを問わずこれら各エンジン１に循環
され得る。
　冷却水システムがマイクロプロセッサにより制御されることが意図されたが、サーモス
タット式のアクチュエータを含むその他多くの代替手段を容易に入手することができる。
【００４９】
　更には、出力発生システムを急速始動するための方法には、初期状態で分離された複数
の各エンジン１の他の少なくとも１台のエンジンを独立して始動させること、始動させた
該他の少なくとも１台のエンジンの回転速度が所定の閾値を超えているか否かを決定する
こと、独立して始動させた該他の少なくとも１台のエンジンの回転速度が所定の閾値を超
えていることが決定された後、該他の少なくとも１台のエンジンを、前記初期状態で分離
された複数の各エンジン１の最初の１台と結合し、かくして、初期状態で分離された複数
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の各エンジン１の他の少なくとも１台のエンジンが、前記最初の１台のエンジンと結合さ
れる以前において始動され、かくして該最初の１台のエンジンによる抵抗とは無関係に急
速に所定の回転速度に持ち来たされ、出力発生が増長され得ることを含む方法が提供され
る。
　出力発生システムを急速に始動するための本方法には、回転速度に応じて空気及び燃料
の供給を調節することが更に含まれることが好ましい。
【００５０】
　本発明の別態様の方法によれば、初期状態で分離した複数の連結自在のエンジン１を前
記とは可逆的に結合することにより自動車の出力を増長させる方法であって、最初の１台
のエンジンを独立して始動すること、自動車の要求する出力を決定すること、自動車の要
求する出力が第１の閾値を超えていることが決定された後、初期状態で分離された複数の
連結自在のエンジン１の少なくとも１台の他のエンジンを独立状態で始動させること、該
独立状態で始動させた少なくとも１台の他のエンジンの回転速度が所定の閾値を超えてい
ることを決定すること、該独立状態で始動した前記少なくとも１台の他のエンジンの回転
速度が所定の閾値を超えていることが決定された後、該少なくとも１台の他のエンジンを
前記最初の１台のエンジンと結合すること、上述の各段階を反復すること、を含む方法が
提供される。
【００５１】
　前記初期状態で分離した複数の連結自在のエンジン１を可逆的に結合することにより自
動車の出力を増長させる方法には、全てのエンジンが運転されるまであるいは出力が要求
されなくなるまで、出力要求に応じて空気及び燃料の供給を調節することが含まれ得る。
　また、該方法には、出力要求が第２閾値以下であるか否かを決定すること、出力要求が
第２閾値以下であることが決定された後、前記初期状態で分離された複数の連結自在のエ
ンジンの少なくとも１台の他のエンジンをその他のエンジンから分離させることが更に含
まれる。
【００５２】
　前記初期状態で分離した複数の連結自在のエンジン１を可逆的に結合することにより自
動車の出力を増長させる方法には、初期状態で分離された複数の連結自在のエンジンの、
前記その他のエンジンから分離させた少なくとも１台の他のエンジンへの空気及び燃料の
供給を断続させることが更に含まれる。
　初期状態で分離した複数の連結自在のエンジン１を可逆的に結合することにより自動車
の出力を増長させるための他の方法には、
　ａ．前記複数の連結自在のエンジンの最初の１台のエンジンを独立状態で始動すること
、
　ｂ．複数の連結自在のエンジンの各々を通し、共通の冷却水システムから冷却水を循環
させること、
　ｃ．自動車の出力要求値を決定すること、
　ｄ．自動車の出力要求値が第１閾値を超えていることが決定された後、複数の連結自在
のエンジンの少なくとも１台の他のエンジンを独立状態で始動すること、
　ｅ．独立状態で始動した前記少なくとも１台の他のエンジンの回転速度が所定の閾値を
超えているか否かを決定すること、
　ｆ．前記回転速度に応じて空気及び燃料の供給を調節すること、
　ｇ．独立状態で始動した前記少なくとも１台の他のエンジンの回転速度が所定の閾値を
超えていることが決定された後、該少なくとも１台の他のエンジンを前記複数の連結自在
のエンジンの最初の１台のエンジンと結合すること、
　ｈ．前記各段階を反復すること、
　ｉ．自動車の出力要求値が第２閾値以下であるか否かを決定すること、
　ｊ．自動車の出力要求値が前記第２閾値以下であることが決定された後、前記複数の連
結自在のエンジンの少なくとも１台の他のエンジンをその他のエンジンから分離させるこ
と、
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　ｋ．分離させた前記少なくとも１台の他のエンジンへの空気及び燃料の供給を断続する
こと、
　ｌ．前述の各段階を反復すること、
　が含まれる。
【００５３】
　以上、本発明を実施例を参照して説明したが、本発明の内で種々の変更をなし得ること
を理解されたい。好ましい実施例の各々は例示目的のみにおいて説明及び示されたもので
あり、本発明はこれらに限定されるものではない。従って、請求の範囲は、本発明の精神
及び範囲を逸脱しない限りにおいて、同等構成のものを含むものとみなされるべきである
。
【００５４】
　本発明はここに示される特徴の任意の１つにではなくむしろ、それらの幾つかあるいは
全ての特定の結合構造にあり、特定の機能のためのそうした特定の結合構造の幾つかある
いは全てに於いて従来技術とは識別されるべきものである。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】移動式の２気筒のエンジンブロックが４台直列に並べられ、各エンジンブロック
が、隣接するエンジンブロックとの相互連結関係に移動させるための移動手段を備えてい
ることを、また、移動式の各エンジンブロックをそこで移動させることのできるレールシ
ステムを例示する、本発明の自動車の出力発生システムの斜視図である。
【図２】２気筒のエンジンブロックを同中心状態に４台並べた、本発明の第１実施例の本
発明の概略平面図である。
【図２ａ】１台のエンジンブロック１７のプッシュ面７及びプル面１０の一方を係合させ
るためのヨークを示す部分詳細平面図である。
【図３】一対の細長ピンホールを円形リング状に配置した後方摩擦プレートの斜視図であ
る。
【図４】一対の円ピンホールを備える前方摩擦プレートの斜視図である。
【図５】流体ラムシステムの斜視図である。
【図６】各エンジンブロック間に移動手段を備え、この移動手段が流体ラム、電気的ソレ
ノイド、電動ネジ及び同等の種々のツールの１つを含み得る４台の個別のエンジンブロッ
クを例示する概略図である。
【図７】後方摩擦プレートが前方摩擦プレートに、この前方摩擦プレートがピンバーによ
り係合する関係下に固定され、ピンバー及び前方摩擦プレートが、スプライン溝付きのク
ランクシャフト上で個別に摺動自在であり且つ第１クロスアーム及び第２クロスアームに
より夫々保持される状態で示す本発明の好ましい第２実施例の平面図である。
【図８】後方摩擦プレートが前方摩擦プレートに、この前方摩擦プレートがピンバーによ
り係合する関係下に固定され、ピンバー及び前方摩擦プレートが、スプライン溝付きのク
ランクシャフト上で個別に摺動自在であり且つ第１クロスアーム及び第２クロスアームに
より夫々保持され、前方摩擦プレートが、第２クロスアームが後方摩擦プレートとの係合
を付勢する位置柄離れる方向に移動する際にピンバーにより全体的に然るべく保持される
状態で示す本発明の好ましい第２実施例の平面図である。
【図９】後方摩擦プレートが前方摩擦プレートから脱係合され、前方摩擦プレートがピン
バーにより係合する関係下に固定され、ピンバー及び前方摩擦プレートが、スプライン溝
付きのクランクシャフト上で個別に摺動自在であり且つ第１クロスアーム及び第２クロス
アームにより夫々保持され、第１クロスアーム及び第２クロスアームが何れも取り外され
て前方摩擦プレートを固定するピンバーを釈放し、また、前方クラッチプレートを後方ク
ラッチプレートとの係合状態から釈放した状態で示す第２実施例の平面図である。
【図１０】第２実施例の後方クラッチプレートの斜視図である。
【図１１】スプライン溝付きのシャフトのために適合された中心孔を示す、第２実施例の
前方クラッチプレートの斜視図である。
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【図１２】ピンバーの斜視図である。
【図１３】抗摩擦ベアリングを有するクロスアームに取り付けたピンバーの、クロスアー
ムを延長部に取り付けた状態で示す概略側面図である。
【図１４】ピンバーを固定するための中心の抗摩擦ベアリングを示す、クロスアームの平
面図である。
【図１５】エンジンブロックの一方の端部から伸延するロッドをレールに代替させ、これ
らのロッドが隣り合うエンジンブロックを整列させるために隣り合うエンジンブロックの
ロッド孔に挿通自在であることを示す本発明の好ましい実施例の概略側面図である。
【図１６】自動出力発生システムのための方法及び装置において電気的に関連する各構成
部品のブロックダイヤグラム図である。
【図１７】自動出力発生システムのための方法及び装置を実施する好ましい実施例の流れ
ダイヤグラム図である。
【符号の説明】
【００５６】
　３　マイクロプロセッサ
　４　モーター
　６　手動オーバーライド
　８　ヨーク
　９　細長穿孔
　１１　マウント
　１２　エンジン
　１４　移動式のエンジン
　１７　エンジンブロック
　１９　アーム
　２０　トランスミッション
　２１　リザーバ
　２２　流体ラムシステム
　２３　ポンプ
　２４　流体ピストン
　２６、２７　移動式の延長部
　２９、５２　クロスアーム
　３１　ヒンジ
　３２　後方摩擦プレート
　３４、５６　前方摩擦プレート
　３６　ピンバー
　３８　バネストッパ
　４０　圧縮バネ
　４２　レール
　４６、５１　クランクシャフト
　５０　伸縮バネ
　５３　第２のバネエクステンダ
　５７　ハブ
　５８　ピンバー
　５９　フィンガ
　６０　ベアリング
　６２　第２クロスアーム
　６４　ベアリング
　６７　中央カラー
　６８　冷却水システム
　７２、７４　エンジン
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　８２　ヒンジ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ２ ａ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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